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我が国繊維産地のブランド戦略に関する一考察②：
リヨンにおける純絹織物と交織物から考える 
A Study on Brand Strategy for the Local Textile Industry in Japan②： 
“étoffes de soie pure” and “étoffes de soie mélangée” in Lyon 
 
 田 朋 子 
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はじめに：前稿の要約と本稿の課題 
19世紀末の英国で最も古く汚れた産業とされた綿業あるいは紡績業に、同時期の日
本では国家の戦略産業としての地位が与えられたが、敗戦後、繊維の大量生産メーカ
ーが経済的成長を果たすと伝統的な絹織物産地の技能はチープレーバーと揶揄され
る。こうした生産物を我が国の産地ブランドとして捉えなおすべきではないだろうか。
これが我々の根本的な問題意識である。前稿１）では両毛繊維産地の歴史をレビューし
て、伝統的繊維産地を（少なくとも合衆国とは異なり歴史的なシルクの産地を有する
日本の）ファッション・マーケティング研究の対象とする上での課題を整理し1つの
問題点を明らかにした。すなわち、桐生（江戸期は天領、明治初期に栃木県に編入さ
れた時期をもつが、その後は群馬県）と足利（現栃木県）を中心とする、幕末から明
治初期の我が国を代表するシルクの産地は高度経済成長期までに繊維産地の雄とい
う地位を明け渡したのだが、それはなぜかを考える上で、戦後提出された数々の政策
的提言がブランド戦略についてほとんど全く考慮してこなかったという現実は見逃
すべきではないという点である。 
前稿で示したように明治７年発行の『府県物産表』によれば、両毛織物業の生産額
は、絹綿交織物全国１位、絹織物２位、綿織物７位である。江戸後期の桐生は西陣に
次ぐ絹織物の技術を誇ったが、明治初期になると足利が大衆向け製品（絹綿交織物や
錦織物など）を主力とし国内外の市場の変動に機敏に対応しつつ急速に発展する。我
が国全体では、明治30年代前期まで、主としてアジア各地向けの木綿縮よりも絹織物
（主としてヨーロッパ向けの紋繻子・縞琥珀・羽二重・海気類）が多かったが、明治
32年以降、輸出は沈滞している。ところが足利は、明治から大正期にかけて絹綿交織
物の産地として内需向け市場を拡大させた後に絹織物産地として君臨し、とりわけ明
治23年以降に輸出向けの生産を開始すると、足利の織物生産額はとにかく急激に増加
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したのである。さらに昭和初期になると、現桐生市に進出していた三井物産株式会社
横浜支店生糸部や三菱商事株式会社生糸部等を介した英国領への輸出が活況を呈し
たことは前稿で述べている。 
繊維産地についての先行研究は前稿で示したように多いものの、その中でシルク素
材は大きな括りで（一まとめではないにせよ）扱われることが多いようである。これ
はファッション・ブランドの素材として考える場合には重要な問題となる２）。つまり、
我が国では量的に語られるばかりであった「繊維業界の成長」であるが、ラグジュア
リ ・ーファッション・ブランドに不可欠な繊維製品を,欧州の代表的産地リヨンでは、
（おそらくは和装における以上に）質を重視して早くから細分化していたということ
である。 
そこで本稿では、まず絹織物（蚕がつくる繭糸を原料とした生糸・玉糸・絹紡糸・
つむぎ糸などからつくられる織物であり、製造技術の基本は数千年間全く変わらな
い）の中の純絹織物（étoffes de soie pure）の歴史的産地リヨンと、同産地が製品を
多様化される中で最大の消費地となるパリのオートクチュール（Chambre syndicale 
de la Haute Couture）に触れる。 
革命後のフランスでは最も奢侈的な純絹織物から安価な織物である交織物（étoffes 
de soie mélangée）へと、絹織物の「大衆化」が進行したことが知られる。すなわち、
贅沢な純絹織物の大量使用で住・衣連動したロココ文化から、ビジネスモデルとして
のオートクチュールの開始まで、衣の大衆化が徐々に進行したわけだが、周知のとお
り絹織物の新製品開発は、北部の織物消費地と南部の原料生産地との中間に立地する
地理的条件に恵まれたリヨンが担った。本論で述べるように、第一帝政期における衣
裳・装飾面での奢侈の復活（官服としてのビロードや錦織の衣裳の着用、宮殿用装飾
品としての豪奢な絹織物の使用）は「リヨンの絹織物生産において長く命脈を保ち、
世紀半ばまで続いた」（松原建彦、2003年、p.55）ものの、大陸封鎖を契機にフラン
スでは木綿が普及し、またリヨンでも「絹と錦」「絹と羊毛」といった交織が始まる。
オートクチュールという、現在のラグジュアリー・ブランドが用いた、ロココ時代と
は比べようもない大量の衣料用シルクはどこから来たのか？ 本稿の問題はそこに
ある。つまり、産業革命からスタートしたのではない今日の「衣の」ラグジュアリー・
ブランドの原点を再考する意義があるだろうということである。 
一方、我が国においても、江戸期に越後屋などが扱った「地方絹」は２つに大別さ
れていた。すなわち、１つは正絹（京都の呉服問屋のもとで仕上加工がなされて完成
品となる、上州中部から武州西部にかけて生産された織物）、もう１つが桐生機業に
代表される高級絹織物（完成品として江戸呉服問屋によって集荷された織物）である。
前稿で考察した両毛機業産を含む絹織物と、それを国内で扱った越後屋の関係、さら
にその海外進出と海外市場拡大のはじまりについて最後にまとめ、次の課題につなげ
る。 
 
１．衣料素材としての純絹織物（étoffes de soie pure）について 
繭糸は、その太さも長さも蚕の品種や個体に加え育った環境によって異なる（原産
地呼称制度を支持する重要な根拠となる）が、この糸で織られる布は昔から絹織物と
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呼ばれる。ただしそのランクはピンからキリまであり、さらに機織・精錬・染色・仕
上げの工程の組み合わせにより多様な絹製品となる。 
我が国では、絹織物の製造方法は生糸のまま織り上げ布の状態で精錬する後練りと
織る前の糸の状態で精錬する先練りに大別してきた。前者の製法によるものが後練織
物、後者によるものが先練織物である。白生地は無地染め、模様染めして用い大部分
は後染織物（布染織物）になる。多色の織糸を使った紋織など、織り方で模様を作り
出す方法では、大部分が先染織物に属する３）。 
やわらかい肌触りの代名詞に使われた羽二重は、開国後に我が国の重要な輸出品と
なるが、これは天正年間（1573～92）に堺および京都で非常に精巧な平絹が織り出さ
れ、寛永年間（1624～44）に羽二重の名称が用いられたものである。また縮緬（生糸
の強撚糸を使い細かな縮みじわを布面に表した絹織物）は唐の時代に発明され、天正
年間に明の職工によって堺に伝えられた後に西陣で発達し、その後、18世紀前半に京
都の職工が桐生にもたらし、桐生が関東における絹業の中心地として栄える基となる。 
江戸中期（正確には新井白石が養蚕を奨励する）まで、日本に養蚕業が殆どなかっ
た事実４）を考えれば、我が国のシルク素材の発達はリヨンとほぼ同じ時期に開始され
たと考えてよいであろう。 
しかし（イタリアと比べてシルクの後進地であった）リヨンとの決定的な違いはそ
の後、比較的短期間に生じている。前稿でも触れたが、武居によると、新興呉服商が
既存の呉服商と同じ仕入れルートを利用するには2つの点で限界があった。すなわち
既存の呉服商に抑えられる従来の仕入れルートを利用する限り「量的にも質的にも大
きな成長は見込めなかった」こと、「消費地問屋のような株仲間組織を通じて商品を
仕入れると、他の呉服商と横並びの仕入価格になり、競争力を発揮できなかった」こ
とである（2006年、p.19）。しかも江戸中期に庶民向けの木綿地市場が拡大しこれら
老舗呉服商は市場を拡大するのだが、シルクに比べ単価が安く、利益は出ない。『三
井事業史』は、流行商品であるため越後屋は「利益が出ないからといって木綿の取扱
いをやめるわけにはいかなかったというのが実情であろう」と記すのである（1980年、
p.191）。革新的な江戸期の新興呉服商（越後屋、いとう松坂屋、大丸屋、白木屋等）
が価格競争により新規市場を開拓したことは強調されるべきであろう。つまり、近代
化に向かう呉服商は、当初から、純絹織物使用者を重要な顧客とは認定しなかったと
いうことである。 
一方、高級絹織物の文化を高度化させたフランスにおいては、19世紀絹織物の工業
化という点で紋織用のジャカール織機５）の発明とその普及が一大変革をもたらした。
ジャカール織機導入がリヨン絹織物工業の経営内容にもたらした変革を松原は次の
ようにまとめた。すなわち①従来の模様織機の４倍以上の生産性（織地の幅にも、そ
の模様を織り上げる糸の数にも左右されることなく、最高級のものから下級のものま
で容易かつ迅速に製織することを可能にし、同じデザインを無限に再生産でき、再び
古いデザインの織物の生産に着手することも可能）、②生産コストにおける労賃部分
の低減（製織作業の単純化、作業時間の短縮、補助労働者の不要化などによる。模様
織工の賃金は無地織工の約２倍であったが、ジャカール織機は両者の賃金をほとんど
同額にした）、③労働条件の大幅な改善がそれである。このことからリヨンの機業経
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営に生じた最大の変化として「絹織機の農村地帯への移動」がみられた（2003年、
pp.70-72）６）。 
ちなみに我が国の紋様（錦に代表される）の技術は仏教に伴って中国から導入され
たものだが、明治にジャカード機が導入されるまで空引機で作られていた。つまり我
が国でも高級な繊維製造における工業化は、このハードの普及によりはじまったので
ある。 
さて、ジャカール織機が普及した後、フランスの絹糸価格は1868年から低下する。
これはスエズ運河の開通によると見るのが一般的だが、その後、宵絹紡績工業
（filature des déchets de soie）が発展しはじめ、さらに絹紡糸（shappe, filoselle と
fantaisie の２種）の使用が19世紀後半にはじまる。絹織物の大衆化と絹紡績の近代化
（企業合併を含む）により、この産業はフランスにおいては1875年頃に最盛期を迎え
たようである。1870年代半ば以降には「外国産宵絹の輸入が激増し、製糸＝紡糸部門
に占める絹紡糸の割合は圧倒的に大きくなる」（松原建彦、2003年、pp.241-244）。 
絹糸紡績（繭および生糸の生産過程で発生する屑物の副蚕糸を原料として絹紡糸を
生産する産業であり、わが国では明治10年の群馬県新町における官営新町屑糸紡績所
設立にはじまる）が、洋装がはじまったばかりの後進国で重要な役割を演じたことは、
今後詳細にその歴史を再考する意義があるだろう。 
何しろ、一般に織物の重量はg/㎡で表示されるが、我が国の絹織物では単位として
「輸出絹織物のために使われてきた重量規格の単位」（シルクサイエンス研究会、1994
年、p.39）としての「目付」が使われてきたのである。産繭額に対する副蚕糸の生産
割合についても、普通は4.5％前後だが、座繰製糸では25％の副蚕糸が産出される（濱
崎實、1980年、pp.37-38）という点にも注意すべきであろう。座繰の桐生周辺の材料
産地の存在に注目したいところであるが、今はこれを裏付ける史料がない。 
次章では、まさにこの時期にビジネスモデルとしてパリで完成されたオートクチュ
ールと、リヨン及びリヨンが「アジア絹」と呼んだシルクの関係を概説する。 
 
２．19世紀半ばから20世紀初頭におけるパリ・オートクチュールとリヨン 
2－1．リヨンにおける「アジア絹」利用のはじまり 
16世紀前半のフランスはイタリアから大量の絹織物を輸入していたが、フランソワ
１世から絹織物工業設立の許可状を与えられた業者がリヨン絹織物工業の起源とな
り、17世紀には、コルベールによって特権的マニュファクチャーという手厚い保護を
受け18世紀にゆるぎない地位を確立する。そして18世紀後半には、室内装飾用織物分
野で活躍した著名なテキスタイル・デザイナーがリヨンに登場するのである（絵画を
学んだ後に絹織物デザイナーとしてフランスやロシアなどの王室の絹のインテリア
の織物を制作しヴェルサイユ宮殿の壁面用織物も製作しているクリエイターの存在
などが知られる）。 
注目すべきは「審美眼と手腕とを何よりも絹織物の手工業に捧げる芸術家を育成す
るという主要な目的」をもつリヨン美術学校（岐阜県立美術館、1990年、p.55）の存
在であろう。革命による破壊の後にナポレオン一世が、彼が極めて重視していた絹織
物産業にデザイナーを供給するために急遽再建した美術学校という制度により、何よ
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りも重要なことなのであるが、リヨンは登録デザイン数を増加させるのである７）。す
なわち、19世紀初期のリヨンにおける登録デザイン数は数十であったものが、1820年
代には200を超え1824年には700を超えた（Pariset, E., 1901, p.302）。しかしその後、
19世紀初めの大陸封鎖時に、リヨンは絹産業の独占的地位を失い、ドイツ（エルベル
フェルト）やスイス（バーゼル、チューリヒ）、さらに英国（ランカシャー）の進出
を許し、1825年の国際恐慌の後には再び絹織物工の暴動を見る。 
それでも、18世紀末に開始されたボルドー港経由のアメリカへの輸出は伸びており、
1811年にはフランスの全絹織物輸出高の25％を合衆国市場が占めている。1835年にリ
ヨンは6,000～9,000万フランの絹商品を同国に輸出（国内消費高の約３倍、２位英国
への輸出額の4倍）、1837～39年には、アメリカ合衆国が輸入する絹製品の72.5％とい
う圧倒的部分をフランスが供給したものの、南北戦争によりリヨン産絹織物の伝統的
顧客である南部のプランター貴族は没落する（松原建彦、2003年、pp.46-51）。 
1860年の英仏通商条約締結（これにより英国は絹製品やパリの贅沢品を含む42品目
の輸入関税を撤廃、英国がその後リヨン絹織物輸出高の40％以上を占める）以降、67
年までに11カ国と締結した通商条約とナポレオン三世の経済政策を、リヨン商工会議
所が支持したのは当然のことであろう。 
英国では、もともと（リヨンは全く用いなかった）安いアジア産原料絹を使用して
いた点を想起されたい（前稿で述べたように、桐生も英国領へ輸出している）。そし
て、英国人ウォルトが、1860年にナポレオン三世妃のお抱えデザイナーになるのであ
る。 
しかも、高い原料自給率を特徴としたフランスが、絹製品輸出国でありなおかつ生
糸の輸入国になったのがこの時期である。フランス南部で衛生基準が守られなかった
ことにより1840年代に発生した蚕病が大流行したためであり、1855－84年（蚕病流行
期とその直後）に外国産絹糸の輸入率が上昇するのだ（Pariset, E., 1901に詳しい）。 
この重大な危機に際して拡大した、木綿・羊毛・亜麻と絹との交織物は、オートク
チュール、つまりファッションの大衆化に向かう第一歩となるビジネスモデルを成功
させる重要な要因であったはずである。リヨン機業の総生産高に占める交織物の割合
は、1870年代の約1割が1882－84には約２分の１を占めるほどに急成長するのだ（松
原建彦、2003年、p.253）。これは「純絹織物の明らかな退潮」に対して、1877年から
始まっているという（同p.91）。 
松原はこの期の需要の流れを3段階に区切り、各々を整理している。すなわち、①
1870－76年：純絹無地織の絶対的優位、②1876－1900年：交織物の隆盛、③1900－14
年：「特殊織物」（クレープ、モスリン、紗、チュール、レースなど）の台頭がそれで
あり、「特殊織物」がリヨンの全生産額に占める割合は「1875年の4.7％（2000万フラ
ン）、1880年の6.9％（2530万フラン）、1890年の8.6％（3310万フラン）から、1900に
は一気に20％へと上昇し、1901年以降は、これらの製品がかつて純絹織物の保持して
いた地位に完全にとって代わる」（2003年、pp.108-111）。 
服飾史家による、ポール・ポワレのドレスの革新性、とりわけ1910年頃にドレスの
容量が急速に減少したという描写８）は、この③期におけるシルクを素材に含む繊維の
変化からも再考されるべきであろうと思う。いずれにせよ「需要の主力は、19世紀中
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葉までの、丹念な手織に適合的であった重く目の詰んだ堅い絹織物（タフタ、サテン、
ファイユ、紋織）」から1870年代半ば以降は「早期に機械制織布の対象となっていた
交織物や軽く柔らかい絹織物」に転換した（松原建彦、2003年、p.112）という事実
が重要な契機であることは特筆したい。 
繰り返すが、このリヨンの主力製品が変化し始める頃に登場したのが、自らの衣装
を政治的衣装と呼び繊維市場拡大に寄与したナポレオン三世妃であり、パリ・オート
クチュールというビジネスモデルを完成させたウォルトなのである。 
とりわけ蚕病以後「際立って重要な役割を演じた」アジア産の生糸は「量・価格の
両面で重要な役割をもった」だけではなく「長くリヨン（ひいてはフランス）の絹産
業に固着していた質への崇拝観念を、原料面から打ち破るきっかけを与えた」という
意味でも重要な役割を担った（松原建彦、2003年、p.234）。そしてこの事実はオート
クチュールという、それまでのあつらえ衣装とは根本的に異なる、①デザイナーの名
を冠した、②再生産方式で、③新製品の明確化を特徴とするビジネスモデルが大衆消
費社会の扉を開く重大な契機となったと見るべきであろうと思う。問題は、それ以前
とは比べようもない、大量なシルク素材の需要にどう対応するかであったろう。ポー
ル・ポワレが「モードの帝王」と呼ばれるまで、貴婦人の１着の衣裳は数十メートル
の布を（下着のペチコートでさえ時には10メートルもの布を）要したのである。 
 
2－2．オートクチュール・デザイナー、ポール・ポワレとリヨン 
パリに渡り、英国で修得していたカッティング技術と「アジア絹」を含む商品知識
を身につけた英国人ウォルトは、ラ・ペ通りにメゾンを構え、ナポレオン三世の肩の
美しさを強調するスタイルを提案、皇后の取り巻きたちの追随により、いわゆる第二
帝政特有のモードが誕生する９）。ウォルトはインターナショナルな影響力をもったが、
これは服飾産業史上初の出来事とされる。フランスの証券市場は活況を呈し、またカ
リフォルニアとオーストラリアのゴールドラッシュがはじまる時代でもあった。中産
階級からオートクチュールの顧客となる層が出現する条件は整ったのである。 
しかも、1870年代の世界的不況によってリヨンの絹織物輸出は減少しリヨンの絹産
業に翳りがみられる頃、リヨン蚕糸専門学校は消滅し、リヨンはオートクチュール・
デザイナーが君臨するパリの下請け的産地になる（20世紀に入るとポール・ポワレを
頂点とするオートクチュールはさらに成長する）。 
２代目ジャン・ウォルトと弟（経営担当のガストン）がポワレをスカウトする逸話
は服飾史家には有名である。ダイヤモンドを用いた帯や大きなエメラルドをつけたド
レスに固執した、エレベーターのある二代目のメゾンで斬新なドレスをヒットさせた
後、ポワレは独立する（詳細は塚田2005年第２章）。 
「私がクチュリエとして仕事をやりはじめた時、染色家たちのパレットの中には色
彩がほとんどなかった・・・少々怠惰なリヨン人を目ざめさせ、彼らの色彩に多少の
明快さと新鮮味をもたらした」（Poiet, P.｛邦訳｝p.78）。ポワレの『自伝』をシルク
素材の多様化のプロセスに結びつけて再検討する意義は大きいと思われるのだが、こ
の部分はその重要な１つである。ポワレは労働者階級出身の12歳前後の少女達を募集
し教師はつけず、自由にデザインの練習をさせている。そして画家ラウル・デユフィ
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とともに旧来からのリヨン伝統の繊維デザイナーによらない斬新な色づかいとデザ
インで新風を起こしていく。「私のために彼の『動物物語集』からとった絵を描き、
木版も彫ってくれた。彼は豪華な布にそれを捺染し、私はその布でドレスを作った」
（同p.148）。 
模様織衰退の一因として人工染料の普及が指摘されるのだが、染色技術の進歩に加
え、シルクが染色性の大変よい繊維である点にも注意が必要だろう（シルクとウール
を同じ条件で染色すればウールの方が濃く染まる）。 
こうした時代に単純な形状を特色としアール・デコにつながる「新様式」を展開し
ていく色彩派の芸術家たちと非常に近い関係にあったポワレがヒット・メーカーにな
ったのだ10）。「布の燐光性の染色工程をシャルル・アンリ教授に学ぶためにソロボンヌ
にいた……我々は一緒になって、光を発する染料を実現化するため研究した」（Poiret, 
P.｛邦訳｝p. 157）。ポワレの『自伝』のこの一節も貴重な証言と思われる。しかも、
ポワレはリヨンで開発された斬新な色彩の材料を用いて格安なドレス―一着のドレ
スに必要な布地を激減させた近代的な型―をデザインし、それ以前とは比べ物になら
ないほどの市場を拡大している（ポワレは、パリのメゾンの他にドーヴィル、ラ・ボ
ールやカンヌやビアリッツに支店を構えていたばかりか、パリ・オートクチュール・
デザイナーで初めて渡米している）。 
松原も「リヨン人にほとんど無限の新しい領域を切り開いた」のは、「染色・捺染
工程と仕上工程における画期的技術革新の達成」とする。すなわち、捺染・染色工程
では、旧来の織布前の染色法である先染め（teinture en flottes ou en écheveaux）に
代わって後染め（teinture en pièces）と捺染法が適用されたということである。この
新染色法を他の繊維工業ではすでに用いていたが、絹織物工業では「力織機の改良の
結果、各種の織物に経糸としての生糸の使用が可能となった後に広く採用され始め
た」。織布後に（機械化された染色槽内で）染色し銅製機械ローラーで捺染するとい
う新方式の最大の利点は「流行の変化に応じて随時反物に加工を行い、しかも彩色と
デザインを無際限に豊富にすること」にあり、絹織物工業の最大の懸案の1つ、すな
わち在庫のリスクを大幅に解消したことにある。「長反物として織られた未染色の反
物（pièces en écru）は、需要不振時には倉庫に貯蔵され、消費の回復とその変化に
応じて、徐々に染色・捺染しうる態勢が整った結果、力織機による大量生産への大き
な枷が取り除かれた」（松原建彦、2003年、pp.113-114）。 
ここに、最新作を明確化し流行を生み出す（１着だけのあつらえではなく、同型の
ものを複数製造する）システム、つまり今日につながるラグジュアリー・ファッショ
ン・ブランドの製造システムが経済的合理性を発揮しはじめたということである。 
初代ウォルトからポワレが活躍する時代、つまり19世紀半ばから20世紀初頭にかけ
て、リヨンは、多様な絹織物の産地としてオートクチュール・デザイナーに生地を供
給した。そして同時期に、江戸期前半における新興呉服店へのシルク供給者を中心と
する日本の産地とその周辺の「糸」を産する農村は、開国した日本において、輸出額
を急激に伸ばしたのである。 
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３．越後屋にとっての「地方絹」とその海外進出 
『三井事業史（本篇）』（以下『三井』と記す11））から安売りの、大衆の店として成
長した呉服店の代表である越後屋の革新的ビジネス史を見るとき、現在の北関東の産
地で言えば、同社が桐生産のシルクよりもはるかに「真岡木綿」（これもかつては日
本で１，２を競う木綿の「地域ブランド」であった）の市場拡大に貢献しているとい
う事実は特筆すべきであろうと思う。 
特定の屋敷を対象とする掛け売りではなく、不特定多数の顧客に販売する現金売り
の販売量が急速に増加する可能性をもつと考えた三井は、1673年の開店時から仕入
れ・販売・資金調達の面でそれぞれ工夫している。とりわけ江戸店開店時には京都に
仕入店を設けているのだが、京都は「西陣織物の仕入れに便利」なだけでなく、長崎
経由の唐反物などの売買を盛んに行い、「見込みでの下値買入れと、それにみあった
江戸での商人売りを主とする販売」によって、江戸店は急速に商高を伸ばしたとされ
る12）（『三井』1980年、pp.21,24）。 
商品の回転率を高めるため国内の仕入先も変更された。すなわち、取引が長いから
といって仕事を得るわけではなく、「数年の出入りであっても安値であったり、技術
的に優れているならば仕事をいくらでも出すというやり方」（『三井』1980年、p.169）
である。市場拡大がはじまっていた庶民の間の流行商品重視の姿勢が貫かれていた点
は武居（2008年）に詳しい。 
綿店（「主として綿・木綿および関東物（絹・紬類）を売買する店」、後の向店）の
「直買い」は「郡内、山物（八王子）、上州、秩父、福島、飛騨、結城、真綿、越後
縮といった地方絹と、繰綿、木綿（大阪、勢州、尾・三州）、布（加賀・越前）に大
別することができる。……向店はこうした生産地に直買店を置いたり、買宿へ手代を
派遣して買付けにあたっていたが、そのさい前貸金などを与えていた」（『三井』1980
年、pp.36,187）。 
特に直買店（上之店
かみのたな
）の本稼働（1685年）は三井の組織を強化しただけでなく西陣
の織屋や仲買商の動向にも影響を与えたようである。すなわち、京都で買い付ける呉
服物は西陣で生産されるものが多いものの「元禄・宝永期には長崎経由の輸入品に頼
ることが大きかった」。しかし三井など新興呉服商は長崎問屋から直接買い付ける方
法を選択する。「巻物屋仲間に加入」し「いわばダミーをたて」て「唐反物の問屋買
を行うことができるようにし、同時に並行して巻物屋からの買付けも行うことにし
た」（『三井』1980年、p.64）。「元禄10年（1697）の糸店設置……のち田舎反物という
各地で作られている絹織物を買い付ける問屋となっていった」（同p.65）。そして地方
絹は唐反物とは対照的に伸び宝暦初年には仕入高の30％近くに、宝暦後半にさらに急
増し「明和期には前半が36％、後半は40％」とその比重を高める（同pp.165,290）。 
ここで「地方絹」と称された産地の1つが記紀の時代に遡る仁田山絹の流れを引く
桐生機業であり、寛政６（1794）年の『江戸三店示合書』を引いて、『三井』は桐生
織物が重きをなすようになったもようを記す（p.433）。 
要するに、産地の中で、桐生は高機技術と染色技術により「京の西陣織物に匹敵す
る高級絹織物として傑出」すると越後屋は認める。「上州・秩父絹とはまったく別個
に、江戸向店でも桐生織物を買っていた・・・しかし文化５（1808）年、同６年の両
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年についてしか記載がないところからみて、江戸向店は桐生物をあまり扱わなかった
ものと思われる」（『三井』1980年、pp.446-447）。 
現栃木県真岡市周辺の木綿産地が（奈良晒をも凌駕して）飛躍的に生産額を伸ばす
その重要な要因が新興呉服店との取引増であった点も見逃せない（湯
ゆ
帷子
かたびら
の略語であ
る「ゆかた」の素材は、はじめ麻であったが、江戸町人の間で大流行すると生産が容
易で廉価な木綿素材になったことが要因だろう）。 
次に開国当時のシルク産地と越後屋の関係をみる（現三井物産と製糸業の関係も
『三井』から読みとることができるが、これは別の機会に論じる）。 
安政２（1855）年7月に長崎奉行が越後屋長崎方に対し「オランダ人に渡す呉服物
納入の御用」（三井ではこれを紅毛方御用と呼んだ）を申し渡し、さらに安政6（1859）
年に外国奉行が三井家に対して横浜に出店し「呉服物商いと御金御用」をするよう求
めている（『三井』1980年、pp.608-610）。横浜店側は「西陣物、縮緬類の大量売捌き」
に期待した。というのも江戸糸問屋に属する越後屋江戸糸見世は貿易生糸の取扱いを
開始しようとしていたからである（同pp.611-614）。 
しかし、この時点で外国人が望んだのは煎茶と生糸だけであり、絹織物類ではなか
った（フランス南部からはじまる蚕病が大流行する時期である）。その結果、特に関
東・東北地方において生糸は著しく増産されることになり、養蚕、製糸に携わる農民
を潤したものの、織物業を中心とする国内経済は混乱することになる。「奥州や上州、
信州、甲州の荷主が生糸を持って横浜に集まり、外国商人との取引を行った。生糸を
横浜に持ち込めば大きな利益になるとの評判が生糸産地に広がっていたのである。絹
織物業地ではそのために生糸価格が急騰」した（『三井』1980年、p.613）。横浜の生
糸貿易は関東機業地に打撃を与えただけでなく、西陣にも大きな打撃を与えている。 
その後、（もともとは中国から輸入した白糸を原料とするところからはじまった）
シルクの産地に対し、後発の製糸業が外国市場と結合したことによって、我が国の製
糸業と絹織物業との溝は深まっていった（生糸の国内外の価格差に基づく関係により、
国内生糸の価格は上昇し、国内機業地での生糸の入手を困難にさせる事態を招く）。 
財団法人大日本蚕糸会はこの当時をこう記す。すなわち「明治政府の蚕糸対策はそ
の出発からこれら雑ぱくな品質の改善を優先せざるを得ず……欧州における日本生
糸の信用低下、および中国生糸に対する後発的地位など、欧州への生糸輸出が停滞す
る中で、アメリカに活路を見出した日本は、早くも明治16年にはアメリカ市場におけ
る中国および欧州生糸を凌駕し、同国における輸入総額の40％を超え……同18，19年
を境として、日本生糸のアメリカにおけるシェアは以後急増を見た」（1992年、p.5）。
ペルリ提督（Matthew C. Perry）による日本の絹についての描写、すなわち「最良品
は支那の絹よりも上等」という報告（詳細は塚田、2000年）は、開国後の国内生糸産
出高が急伸する重要な背景であったかもしれない。 
ちなみに江戸期には贅沢禁止令が出されるわけだが、幕末では天保4（1833）年に
向こう５年間の倹約令が出され「武家、上層町人の需要品で奢侈品としての性格をも
つ絹織物」は需要を抑えられ、特に「高級絹織物である西陣高機織にはその傾向が強
かった」（『三井』1980年、p.567）。こうした中で、西陣からの職人も得た関東の産地
とりわけ桐生と足利は、明治維新に輸出産地として市場を拡大するのである。 
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しかし「19世紀後半の大衆化の動向」に順応しつつ、「長い伝統と経験に裏打ちさ
れた奢侈的工業の性格を保持しながらも、農村地帯での織布工場の開設と織機の自動
化を通じて、絶えず大量生産と生産コスト引き下げへの努力を続け、比較的短期間に
大衆消費財工業への転化に成功した」（松原建彦、2003年、p.122）というリヨン絹織
物工業の方向と、日本の絹織物産地は異なる方向に向かう。傑出したテキスタイル・
デザイナーの有無が両者の決定的な違いだったと思われる。 
 
４．次稿の課題（むすびにかえて） 
本稿における内容を整理すると以下のようになる。 
・本稿では「絹織物」について概説した上で、フランスでは純絹織物の退潮に対し
て1877年から始まる木綿・羊毛・亜麻と絹との交織物の伸長に注目した（リヨン
機業の総生産高に占める交織物の割合は、1870年代の約1割が1880年代には約2分
の１になる）。 
・国産蚕による純日本製シルクの産地は、世界的なシルク産地リヨンがその揺るぎ
ない地位を得るのと同じ18世紀に確立した。ただしリヨンが重視したテキスタイ
ル・デザイナーを日本の産地は欠いていた。 
・リヨンは、蚕病流行を機に欧州域外の原料絹を利用するようになり、さらに英仏
通商条約に伴う自由貿易主義により欧州産絹市場からアジア産絹市場への転化
が進む。 
・1870年代の世界的不況後、リヨンはパリの下請け的織物生産地になるが、これは
パリ・オートクチュールが世界的な影響力をもちはじめる時期である。ここで必
要となった大量の布地の材料供給者に越後屋の取引先も含まれた。 
さて、松原によれば、「手織機が一挙に４万代以上もの激減を示し、逆に力織機が
１万台に近づいた1876－77年が、リヨン機業における手織制から機械制への決定的転
換期、ひいてはその構造変革の起点として位置づけられるであろう。そしてこの時点
は・・・交織物生産への転換期と合致」している（2003年、p.116）。ここに登場した
のが両毛繊維産地を中心とするアジア絹であったのである。 
コルベールも新井白石も、絹織物を輸入品から国産蚕糸よる純国産品に転換しよう
とした点は同じである。しかしパリでは意匠権が早くから認められ、まずは織物デザ
イナー、次いで世界の富裕層（鹿鳴館の貴婦人を含む）を顧客とする芸術家と認定さ
れていたファッション・デザイナーの登場をみて、ビジネスモデルとしてのオートク
チュールが確立し、今日のラグジュアリ ・ーブランドのモデルが構築されたのである。
産業化したリヨンは、紋織生産に典型的に見られる多品種少量生産（家内制手織業）
から、より安価な規格的製品の少品種大量生産を志向する工業へと、決定的に変貌し
た。 
前稿でブランド戦略について考えていなかった戦後日本の問題点に触れたが、この
ように歴史が長い産業では、ブランドという用語の原意（天然素材の場合、欧州にお
ける原産地呼称制度を無視することはできない）を考察対象にする必要がある。マー
ケティング研究におけるブランド論を補うこうした視点からなされる研究の意義に
ついて次稿で考察する予定である。 
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【注】 
１：「我が国繊維産地のブランド戦略に関する一考察①：両毛繊維産地の歴史から考える」『東
洋大学経営論集』77号、2011年、pp.33-46。 
２：本稿ではシルク素材の品種だけに触れたが、麻についても同様であり「亜麻」あるいは「リ
ネン」と、「ラミー」あるいは「苧麻」は、今日も厳格に分けられブランド価値と結びつい
ている。 
３：染め模様は無地の生地に捺染・絞り染め・ろうけつ染めなどの染法で描き出された後染織
物の模様である（シルクサイエンス研究会、1994年、p.50）。なお、色糊で布地に模様を印
刷する染色方法（捺染）は手捺染（友禅染め、型紙捺染、スクリーン捺染等）と機械捺染
（スクリーン捺染、ローラー捺染、転写捺染など）に大別される。 
４：絹織物は殆どすべて輸入生糸（白糸）から製織されたため白糸輸入が増大し「對外支拂が
巨額に上った」ことに加え、京・堺・江戸・大坂・長崎などの商人間に白糸買取の特權を
有する白糸割符入が生まれたことから、新井白石は「白糸輸入を制限するとともに、国内
養蠶業を奨励した」（上條愛一、1953年、p.45）。新井白石の国内養蚕奨励については以下
を参照されたい。紙屋敦之・木村直也編著『海禁と鎖国』東京堂出版、2002年；山本博文
『鎖国と海禁の時代』校倉書房、1995年。 
５：17世紀にミラノからリヨンがとり入れた空引機
そらびきばた
（中国では漢代からあったとされる）は、
複雑な文様を織り出すために織師と空引工の二人で操作するものである。フランス人ジャ
カールは、空引工の仕事であった通糸を引き上げる仕事を機械化したのである。紋紙をつ
くり、その操作によって機械的に通糸を引き上げることを可能にしたジャカード機（英語
読み）は19世紀はじめに改良され実用化され、今日も複雑な紋織に用いられる。 
６：松原はまた都市部から農村部への織機の移動の原因を３つ示す。すなわち①経済的要因（安
価な労働力の追求）、②社会的要因（２度にわたる暴動）、③対外的要因（「無地織など安価
な絹織物の分野では、スイスやドイツ、イギリスなどからの競争がますます激化し、生産
コストの引き下げが至上命令・・・農村部へ展開した絹織機は、いずれにおいても無地織
生産用であった」）がそれである（2003年、pp.74－76）。 
７：完成品生産に重点を置いたフランス繊維産業では川下部門の力がまず強まり、それが川上
部門の弱体さを補う役割を担うようになる。革命以前には、リヨンで生産される絹織物の
うち、国内消費分はわずかに４分の１であったものが、「ナポレオンが、工業活動再興の狙
いも込めて、リヨン機業に対して、多くの宮廷の装飾用に大量の注文を行った結果、再び
活況が戻り、パリが常にその抜きんでた市場となった」（松原建彦、2003年、pp.43-45）。 
８：詳細は塚田（2005年、第２章）を参照されたい。 
９：1825年ランカシャーに生まれたウォルトはロンドンの大手織物商に入る。貴族階級だけで
なく材料の布をドレスメーカーにもっていく中産階級の購買力を利用すべく展示を工夫し
斬新なショッピングの場を提供した店で、ウォルトは最初から小売り革命にかかわってい
たことになる。詳細は塚田（2005年、第１章）を参照されたい。 
10：1910年にデュフィはポワレの資金でパリに木版捺染の工房をつくった（染織についての科
学的な知識は専門家の協力を仰いだ）が、ポワレの了解を得て1911年に工房を閉鎖し翌年
リヨンの絹織物会社の名門であったビアンキーニ・フェリエ社とデザイナーとして契約し
デュフィはアール・デコを代表するデザインを創作し、ポワレはそのテキスタイルを用い
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て新しいファッションを送り出した。デュフィが画家的才能を染織デザインに発揮したの
に対して、プロフェショナルのデザイナーも活躍した。すなわち、アール・デコの染織を
リードしたもう1つの工場、ビアンキーニ・フェリエ社と並ぶフランソワ・デュシャルヌ社
（1920年、リヨンに設置された新進の工場）の存在である。「社長のデュシャルヌは販売と
デザイン部門をパリにおいた。染織の顧客であるオートクチュールの店と常に緊密な関係
をもつ必要」からである（佐野敬彦、1999年、pp.94-95）。 
11：三井家が「三井家と三井関係諸会社の古記録文書」を史料とする歴史編纂の事業に組織的
に着手したのは明治36年である。編纂は家制と事業を統合した「大元方」、越後屋の「呉服
業」、両替店の「両替為替業」、および狭義の「家制」に分かれて行われている（『三井』は
しがきp.3、本文p.4）。 
12：江戸本店の売上高がほぼピークに達した元文4（1739）年の売上高を売り場別に見ると、前
売（店頭での現金売り）が45.5％、屋敷方と奥帳（武家屋敷または駿河町、両替町の町人
衆への掛売り）はそれぞれ20.5％、13％である（『三井』p.180）。 
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